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Ⅰ 案件概要 

国名 ベトナム社会主義共和国 

協力期間 2000 年 3 月～2005 年 2月 

相手国側機関 国立獣医学研究所(以下、NIVR) 

日本側協力機関 農林水産省 

協力金額 834 百万円 

関連協力 特になし 

上位目標 家畜感染症診断技術の向上により、ベトナム国の畜産が振興される。 

プロジェクト目標 国立獣医学研究所の家畜感染症診断法、特に免疫学的診断技術が改善される。 

成果 

1.プロジェクト運営組織(PMU)により、プロジェクトが運営される。 
2.免疫学を用いた基礎的・応用的診断技術が NIVR 職員により獲得される。 
3.重要家畜感染症の実態が明らかにされ、NIVR 職員により調査手法が習得される。 
4.地域獣医師が適切な感染症診断技術の研修を受ける(NIVR 職員によって地域獣医師への適切な研修
が実施される)。 

投入(日本側) 投入(相手側) 

専門家派遣 長期:6 人、短期:30 人(終了時評価時) C/P 配置 60 人 

機材供与 約 122 百万円1(終了時評価時) 機材購入 あり(金額は不明) 

ローカルコスト 約 445 百万円(終了時評価時) ローカルコスト 155,860 ドル(終了時評価時) 

研修員受入 26 人 土地・施設提供 プロジェクト事務所 

その他  その他  

Ⅱ 評価結果(評価 5 項目) 

総合評価 

本プロジェクトの妥当性は高く、プロジェクトで設定された各目標・成果についても、概ね予定通りの効果が発現した。
プロジェクト期間中の 2004 年 1 月に鳥インフルエンザの深刻な流行という予期しない事態が起き、それにより当初の計画
以外の活動が一部生じたが、プロジェクトのスケジュールはほぼ計画通りに行われた。 
だが、持続性の面で、カウンターパート機関の NIVR において資金が十分でなく、活動の継続に一部支障が出ている。ま
た、プロジェクトによって改善された診断技術を広く地方の現場に普及させるための研修の実施状況について、明確なデ
ータが得られなかった。 
このように、本プロジェクトは持続性の点でやや課題があるが、実施中の妥当性・有効性・効率性の点で良好な結果が得
られている。 
以上より、本プロジェクトの評価は非常に高いと言える。 
実施機関の NIVR に対する提言としては、本プロジェクトにより改善された診断技術の普及は、家畜の疾病防疫に対処し、
ベトナムの畜産振興において重要な要素であることから、今後も NIVR において積極的に促進していくことが望まれる。よ
って、診断技術を今後も広く地方の現場に普及させていくために、研修費用のための予算を農業農村開発省からもっと得
られるよう、同省に対する働きかけを強化していくことが望まれる。あるいは、NIVR 自身が予算を獲得して研修を実施し
なくても、地域家畜衛生センター等、他の関係機関を通して研修実施を促進していくような措置を取っていく工夫が求め
られる。家畜疾病対策は政策的にも支持されていることから、同省に対する予算要求は説得力を持って行う必要があると
考える。同時に、NIVR 内で扱っている試薬などの製造・販売による収益や病性鑑定による検査手数料の徴収などによって、
自主財源の確保にも努めていくことが望まれる。 

 

1 妥当性 

1.ベトナムの開発政策との整合性 
本プロジェクトの計画時、ベトナムの『第 6次社会経済開発 5カ年計画(1996～2000)』では、畜産開発に重点を置いた農
業生産の成長を目標としていた。その後の国家開発計画である『社会経済開発 10 カ年戦略(2001～2010)』では、「農業近
代化のための農業技術の向上」を目標としており、『農業・農村開発 5カ年計画(2001～2005)』では、９つの重点施策の中
に「農業技術開発・普及(農業研究機関の再編、研究と普及の連携強化、農業近代化への投資の増強、研究者の育成、農林
産物の品種改良に重点)」があった。更に、農業農村開発省の『ベトナム農業研究マスタープラン(2001 年)』では、2010
年までに重要感染症(口蹄疫・パスツレラ病・豚コレラ)の調査研究を通じて農作物と家畜繁殖普及プログラムを推進する
ことによって、畜産物の増産・安定供給が目指されていた。このように、国家開発計画における農業・畜産技術向上の重
要性はプロジェクト計画時から終了時まで変更はなく、実施期間中を通して支持されていた。よって、本プロジェクトは
ベトナムの開発政策に整合していたと判断する。 
2.ベトナムの開発ニーズとの整合性 
本プロジェクトの計画時、カウンターパート機関の NIVR では、ベトナムにおける家畜疾病の調査・研究がなされていた
が、その研究技術の水準は十分でなく、特に研究機関としての施設と機器の整備の立ち遅れが著しかった。NIVR では、家
畜疾病の調査・研究を効果的に推進し、疾病診断技術を改善していくことが必要とされていた。また、ベトナムでは畜産
物の増産・安定供給が重要な課題として掲げられていたものの、高温・多湿な自然条件の下、様々な家畜の伝染病や寄生
虫病が発生し、小規模農家はしばしば大きな被害に遭っていた。よって、家畜衛生対策および疾病診断技術向上の必要性
が強調されていた。上記開発ニーズはプロジェクト終了時まで基本的に変更しておらず、実施期間中を通して家畜の疾病
診断技術に対するニーズはあった。以上の状況から、本プロジェクトはベトナムの開発ニーズを満たしていたと判断する。

                                                  
1 2004 年の年間平均為替相場（108.2 円／ドル、日本銀行）での換算による。 



3.日本の援助政策との整合性 
本プロジェクトの計画時、日本の『対ベトナム国別援助計画』では「農業・農村開発」が援助重点分野として掲げられ、
「農業部門の生産性の向上と食糧増産、農産物の市場アクセスの確保を図るための支援」が述べられていた。また、JICA
のベトナムに対する事業実施の方針では、農林水産技術の向上・普及に係る支援への重点的取組や拠点研究機関の強化が
目指されていた。上記計画・方針はプロジェクト終了時まで変更はなく、実施期間中を通して支持されていた。よって、
本プロジェクトは日本の援助政策に整合していたと判断する。 
以上より、本プロジェクトの実施はベトナムの開発政策、開発ニーズ、日本の援助政策と十分に合致しており、妥当性は
高い。 

2 有効性・インパクト 

1.プロジェクトの成果及びプロジェクト目標達成度 
本プロジェクトの PDM における上位目標「家畜感染症診断技術の向上により、ベトナム国の畜産が振興される」は、プロ
ジェクト目標と照らし合わせて論理の飛躍があったため、本事後評価ではこの上位目標をそのまま判断基準とするのでは
なく、「実用的な診断技術がベトナムの獣医師および獣医員へ普及される」を上位目標の代替目標として検証した。 
また、2002 年 11 月の運営指導調査(中間評価)において、PDM の指標を明確化することが提言され、中間評価および終了
時評価において、専門家の学問体系別の派遣分野と投入先である各活動の指導分野の整合性が明確でなかった、という指
摘がなされたが、プロジェクト期間を通じて PDM の改訂は行われなかった。 
プロジェクトの各成果の達成度については以下のとおり。 
成果 1.においては、NIVR 所長、副所長、各研究室長、各委員会の代表および日本人専門家からなるプロジェクト運営組
織(PMU)が設立され、PMU によりプロジェクトのモニタリングが実施され、定例会議が開催された。また、プロジェクト開
始時に 4 つの委員会(供与機材の選定委員会、共用実験室の運営など)が設立され、PMU により各委員会の運営・管理が行
われた。各委員会の合同調整委員会も毎年開催された。 
成果 2.においては、NIVR 職員が、免疫学的診断技術である「モノクローナル抗体作成技術」「ポリクローナル抗体作成技
術」「免疫学的診断のための接合技術」を獲得した。また、診断技術マニュアルがプロジェクトによって策定され、ウイル
ス学研究室において「豚コレラ診断(4 手法)プロトコル」が作成され、寄生虫学研究室では、プロシージャー記録・ログ
が作成された。 
成果 3.においては、パイロットサイトのハタイ省バビ郡で、乳牛の「結核」「ブルセラ病」「レプトスピラ病」「タイレリ
ア原虫」の調査が実施された。だが、これらの調査は日本人専門家の主導によって実施され、NIVR 職員による調査手法の
習得は十分ではなかった。また、家畜感染症の免疫学的調査のためのプロトコルおよび免疫学的診断キットが開発された。
成果 4 においては、NIVR 職員がハタイ省バビ郡で、268 名の獣医師・獣医員を対象に６つの診断技術研修コースを実施
した。この研修は省人民委員会から高い評価が得られた。また、農業農村開発省家畜衛生局下の地域家畜衛生センターの
獣医師・獣医員を対象として、「寄生虫病」「パスツレラ病」「乳牛疾病と牛乳衛生」「豚コレラ」の診断と防御に関するワ
ークショップが開催された。 
よって、各成果に設定された指標を概ね達成しているため、本プロジェクトは所期の成果をほぼ達成したと判断する。 
プロジェクト目標の達成度について、1) NIVR の各研究室で、5 つの主要家畜感染症の疾病診断技術が改善された。それ
らは、ウイルス学研究室が「豚コレラ」、細菌学研究室が「豚呼吸器性疾病」、寄生虫学研究室が「原虫病および肝蛭症」、
獣医衛生学研究室が「牛乳房炎」、免疫病理学研究室が「モノクローナル抗体の作成および免疫組織病理学的診断技術」。
2) 41 人の NIVR 職員が、地域家畜衛生センターの獣医師・獣医員を対象に家畜疾病診断技術の研修コースを実施した。そ
のうち約半数の NIVR 職員が、講義および実技の両方を実施することができるようになった。よって、プロジェクト目標に
設定された指標を概ね達成しているため、本プロジェクトは所期のプロジェクト目標をほぼ達成したと判断する。 
2.間接的効果の発現状況及びその他正負の間接的効果 
プロジェクトの上位目標の達成度については、現在、NIVR 職員が地方の獣医師や獣医員の要求に応じて、診断技術に関
する研修を行っており、診断技術を広く現場に普及させるための取り組みは継続されている。だが、普及の範囲が現在ど
のくらいまで広がっているのかのデータについては確認ができなかった。よって、普及活動は行われているものの、その
達成度については判断ができない。 
また、本プロジェクトの間接的効果として、以下の効果が報告された。一方、本プロジェクトによる自然環境へのインパ
クトについての問題は報告されていない。 
1)ハタイ省バビ郡の酪農振興地域において、小酪農家を対象とした臨床疫学調査を行った結果、乳牛の繁殖障害の重要性
が確認された。また、野外の乳牛に対して、寄生虫検査、ELISA によるブルセラ病・結核・レプトスピラ病に対する抗体、
タイレリア原虫検査を実施し、汚染状況が明らかになった。これらの調査結果はベトナムの酪農振興政策に影響を与えた。
2)2003年10月にハノイにおいて、本プロジェクトとタイおよび周辺国の家畜防疫に関する広域プロジェクトとの共催で、
「インドシナ地域における豚コレラの診断・防疫対策」についての国際ワークショップが開催され、当該対策の重要性が
確認された。 
3)2004 年 1月のベトナムでの鳥インフルエンザ流行に際し、本プロジェクトと NIVR は防疫体制の推進に貢献した。その
貢献もあり、その後、NIVR が農業農村開発省により鳥インフルエンザのレファレンス・ラボに認定された。 
4)NIVR 職員が、鳥インフルエンザのウイルスの分離とモニタリング、ワクチンテストを実施できるようになった。 
以上より、本プロジェクトの実施により概ね目標どおりの効果発現がみられ、有効性は高い。 

3 効率性 

1.成果 
「有効性・インパクト」1で述べたとおり、本プロジェクトは所期の成果を算出している。 
2.投入要素 
本プロジェクトへの投入は、「案件概要」の通り。プロジェクト期間中の 2004 年 1 月に鳥インフルエンザの深刻な流行と
いう予期しない事態が起き、当初の計画以外の活動が一部生じたが、最終的には成果は達成された。「有効性・インパクト」
1.で述べたように、本プロジェクトの PDM には一部問題があったが、終了時評価では、上記以外は「質・量・タイミング
ともに投入は効率的に転換された」と分析されているため、成果算出において最終的な影響はなかったと判断する。 
3.協力期間・協力金額 
協力期間は、計画 5 年に対し、実績 5 年であり、計画通りであった(計画比 100%)。協力金額は、実績額は 834 百万円で



あったが、計画額が不明のため、計画との比較はできなかった。 
以上より、本プロジェクトは成果およびプロジェクト目標の達成に対して投入が適切であり、効率性は高い。 

4 持続性 

1.政策制度面 
ベトナムの農業開発・畜産振興における政策面での変更はなく、農業開発およびそれに伴う家畜衛生対策は依然、政策的
に支持されている。農業農村開発省の『ベトナム農業研究マスタープラン(2001 年)』の内容が今後 5年間においても継続
されることになったため、政策面での持続性はある。 
2.カウンターパートの体制 
カウンターパート機関である NIVR において、本プロジェクト実施当時に PMU が果たした機能が現在でも維持されている
との回答があったため、現体制の人員数も特に問題はないと判断できる。プロジェクト実施当時のカウンターパートが現
在も NIVR に所属しており、プロジェクトで改善された診断技術を習得した職員も残っており、体制面において特に問題は
ないと言える。だが、終了時評価で提言として指摘された各研究室間の連携強化については、現状維持に留まるのみで強
化されるには至っていないと考えられる。 
3.カウンターパートの技術 
質問票回答によれば、プロジェクトにより獲得した診断技術を NIVR 職員が維持していると判断でき、地方の獣医師・獣
医員に対してそれらの診断技術に関する研修を現在でも行っているとの回答もあったため、技術面において特に問題は生
じていないと考えられる。 
4.カウンターパートの財務 
質問票回答を見る限り、農業農村開発省からの予算配分が十分でないように判断できる。また、回答によれば、プロジェ
クトによって増改築された NIVR のセミ・バリア実験動物施設が、プロジェクト実施当時のように維持できていない。 
5.効果の持続状況 
プロジェクトで作成された各種マニュアルや研修用の教材等は、現在でも活用されている。終了時評価において、プロジ
ェクト終了後の課題として「主要家畜の疾病疫学調査結果を取りまとめること」「農業農村開発省家畜衛生局および国立獣
医診断センターとの協力」が指摘されていたが、現在までに主要家畜の疾病疫学調査結果は取りまとめられ、農業農村開
発省家畜衛生局および国立獣医診断センターとの協力・連携体制はとられている。また現在、NIVR 職員が地方の獣医師・
獣医員の要求に応じて診断技術に関する研修を行っており、診断技術を広く現場に普及させるための取り組みは継続され
ているが、その普及状況は明らかになっていない。供与機材の運営・維持管理については特に問題ないが、NIVR の変電施
設・電力ネットワークの供給能力が十分でないという問題がある。 
以上より、本プロジェクトはカウンターパートの体制・財務状況の一部に軽度な問題があり、本プロジェクトによって発
現した効果の持続性は中程度である。 

 


